R5こ幼認第3155号
[bookmark: _GoBack]令和6年3月11日
各公立・私立保育園（所）長　様
各認定こども園長　様
各小規模保育事業設置者　様
各家庭的保育事業設置者　様
各事業所内保育事業設置者　様
仙台市こども若者局幼稚園・保育部認定給付課長　

移行（転園）申込の取扱いについて（お知らせ）

日頃より，本市の幼児教育・保育行政に格別のご配慮をいただき，厚く御礼申し上げます。
標記の件につきまして，移行希望がなくなったにもかかわらず保護者が取下げを失念してしまうことが多く，また各区等での移行（転園）辞退への統一的な対応がなされていなかったため，児童，施設ともに希望しない移行や移行先の施設で真に保育を必要とする児童へ保育が提供できないといった影響が生じております。
つきましては，下記のとおり取扱いの整理等を行いましたので，ご理解とご協力を賜りますよう，何卒よろしくお願いいたします。
記
１　整理の内容
　（１）移行案内の辞退と継続利用について
　　下記の状況と理由の場合に限り，移行案内を辞退し現在の保育施設の継続利用を認めます。
①認める時期と状況（いずれにも該当する場合に限る。）
　　　　・年央の随時入所
　　　　・移行によって空いた枠に利用調整が発生せず，移行元の施設が引き続き体制上受入れ可能としている場合。
　　　　・移行先の施設を希望する申込者や移行先施設への影響を考慮し，面接実施後の辞退は原則認めない。
（但し，新規入所の内定辞退を面接実施後も認めていることとの整合性から，原則的な取扱いとし，面接後に家庭状況等が変更となった等，移行が困難である個別事案が発生した場合は都度検討する。）
②認める理由
・移行申込時から転居や就労場所の変更，離婚等家庭状況の変化があり，またはこれに類するものとして児童福祉の観点から各区等がやむを得ないと認める場合。
　　　　・卒園・退園まで短期間（３～６か月程度を目安とする）の場合。

次頁に続きます


　（２）不要な利用調整を防ぐ取り組みについて（申込の管理）
移行申込の取下げ忘れに伴う本来不要な利用調整を防ぎ，真に希望する方にご利用いただくため，全区において移行申込の管理を行います。具体的には、一定期間経過後の申込について保護者に意向確認を行う等の管理を行ってまいります。これにより辞退につながる希望しない移行案内は限定的となる見込みです。

２　取扱い整理の理由
移行（転園）の申込は，年度当初（4月）や新年度の利用継続届出時期（11月）に多い状況ですが，その後一定期間経過し，児童の環境変化を望まない等により移行希望がなくなったにも関わらず，保護者が申込事実を失念し取下げに至っていないケースが散見されます。
このため，案内時点ではすでに希望していないが移行せざるを得ず，結果として真に保育を希望する児童が利用できない等の影響が発生していることも考えられます。
これは，移行の案内について，限られた受入枠で利用調整を行っている状況下，安易な移行申込により真に保育を希望する申込児童に不利益が及ぶことを防ぐとともに，申込児童に速やかに保育を実施するため移行により空いた枠を直ちに利用調整する関係から，辞退し現在の保育施設等を継続利用することを不可としていることによるものです。
一方，児童福祉の観点から，移行により空いた枠の利用調整がない場合（空いた枠に案内する申込者がいない場合等）に，辞退のうえ現在の保育施設等の継続利用を認めているケースもございます。これは，原則的な取扱い（移行案内辞退不可）を行いながらも，児童福祉法に定められる児童を心身ともに健やかに育成する責務，保護者を支援する責務に基づき，児童や保護者の状況に応じて個別事案ごとに判断を行っていたものですが，その取扱いの判断について各区等により相違があることが判明しました。
そのため，全区で統一的な取扱いを行うため，辞退と継続利用にかかる一定の整理を行うとともに，希望に沿った利用調整を行う必要性から，申込自体の管理を行い，移行申込の取下げ忘れに伴う希望しない移行案内を未然に防ぐ取り組みを行ってまいります。
また，保護者の皆様に対しても，例外的な取扱いや個別事案にかかる相談を控えておられる方がいらっしゃることも考えられるため，今後は，原則的な取扱いに加え，家庭状況等の変更などやむを得ない場合に，移行案内の辞退・継続利用にかかる相談が可能であることを，入所時に送付する保育施設等の利用に関する重要事項のお知らせ等で周知を図ってまいります。
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